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はじめに



⚫メニュー・バーとは、ファンクション／メニューの機能を補完するためにMC V3以降に追加された
ツールセットで、これまでに多くの機能拡張を行ってきました。
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MICRO CADAM Helixのメニュー・バーについて

MC V3

MC Helix V4

MC Helix 20xx

バージョン別のメニュー・バー表示
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MC Helix 20xxのメニュー・バー（1/2）
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MC Helix 20xxのメニュー・バー（2/2）

今回解説
する範囲
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メニュー・バー［カストマイズ］編 Part2 解説



メインメニュー サブメニュー 解説

配置子図要素選択(I) 配置子図要素選択=ON/OFFにより、要素を選択する際に複合要素（配置子図、ユーザー・シンボル）を一つの塊

として扱うか、複合要素を構成する個々の要素別に認識させるかを切り替えます

●［指定がONの場合］配置子図またはユーザー・シンボル内の選択した構成要素が対象になる

●［指定がOFFの場合］配置子図全体またはユーザー・シンボル全体として扱われる

ファンクション(F)... 「ファンクション」ダイアログが表示され、

下記それぞれの表示位置や表示方法を編集できます

●ファンクション・ボックス

●ファンクション・バー

●ツール・バー

●ファンクションキー

●ポップアップ・メニュー

●セキュリティー

メニュー(N)... 「メニュー」ダイアログが表示され、メニュー表示位置や表示言語

（日本語／英語）の切り替えなどを編集できます

また、ファンクションを選択したときに最初に選択されている

メニューの設定や、メニュー・ボタンに割り当てる機能や配列

なども変更できます
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メニュー概説（1/3）

①

②

③



メインメニュー サブメニュー 解説

メッセージ(E)... 「メッセージ」ダイアログが表示され、メッセージ表示位置や

表示方法および表示言語（日本語／英語）の切り替えなどを

編集できます

図面ウィンドウ(D)... 「図面ウィンドウ」ダイアログが表示され、図面ウィンドウに表示される

タイトルバー表示のON/OFF、タイル表示時のレイアウト方法などを設定

できます

New Look(J)... 「New Look」ダイアログが表示され、作業画面デザイン(アイコンやメニューの

配置状態、図面の背景色、要素の無指定色）を変更できます

●画面配置：オンにすると、アイコンやメニューの表示をコンパクトに設定した

　　　　　　画面デザインで表示します

●図面色：オンにすると、図面の背景色を白、要素の無指定色を黒で表示します
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メニュー概説（2/3）

⑤

④

⑥



メインメニュー サブメニュー 解説

文字入力方法(T)

間接入力(T)

文字入力位置を指示すると「文字の入力」ダイアログ

が表示されます

●文字入力域に入力したのち、［書込］で図面に

記入します

同時入力(D)

文字入力位置を指示すると「文字の入力」ダイアログが表示されます

●文字入力域への入力と並行してビュー上に表示され、［書込］で図面に記入します

（「文字の入力」ダイアログは間接入力と同じです）

直接入力(O)

文字入力位置を指示すると「文字の入力」ダイアログ

が表示されます

●入力中の文字は文字入力域には表示されず、ビュー上

にのみ表示されます

入力域(K)
「文字の入力」ダイアログは表示されず、入力した文字は画面最下端のキー入力域に表示され、Enterキーで図面

に記入します

環境設定再読み込み(L) 環境設定ファイル「MCADAM5.SYS」の内容を読み込み、起動中のMC Helixに設定を反映します

環境設定ファイル(S)... 環境設定ファイル「MCADAM5.SYS」のダイアログが開いて

設定を変更できます

MC Helix起動中に編集できないパラメータはロックが

かかっています

9

メニュー概説（3/3）

⑦



⚫配置子図またはユーザー・シンボルを選択したときの対象要素の扱い方を選択できます。

➢ 配置子図要素選択=ONの場合［図1］［図2］

✓ 選択した要素が独立した要素として認識されます。

➢ 配置子図要素選択=OFFの場合［図3］

✓ 配置子図、ユーザー・シンボルそれぞれが全体で一つの複合要素
として認識されます。

➢ 選択対象となるのは以下の要素です。

✓ 直線、マルチライン

✓ 円（弧）、楕円（弧）

✓ スプライン、円錐曲線、折れ線スプライン、オフセット・スプライン
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メニュー解説①：配置子図要素選択

線を選択して下方に
オフセット

オフセットした線を
作成できる

配置子図要素選択=ONの場合

線を選択しようとしても子図全
体が認識されて選択できない

配置子図要素選択=OFFの場合

［図1］

［図2］［図3］



⚫［ファンクション・ボックス］

➢ ファンクション・ボックスの表示方法を変更できます。

➢ 設定例

11

メニュー解説②：ファンクション（1/6）

［ファンクション］ダイアログ
［ファンクション・ボックスの設定］

［ファンクション・ボックス］

大アイコンを選択

YNとインディケートを削除



⚫［ファンクション・バー］

➢ ファンクション・バーの表示位置や表示方法を変更できます。

➢ 設定例
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メニュー解説②：ファンクション（2/6）

ファンクション・バー

［ファンクション］ダイアログ

［ファンクション・バーの設定］

右部と小アイコンを選択

パラメトリックを削除

パラメトリック
（ ）
が削除されている



⚫［ツール・バー］

➢ ツール・バーの表示位置や表示方法を変更できます。

➢ 設定例
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メニュー解説②：ファンクション（3/6）

ツール・バー

［ファンクション］ダイアログ
［ツール・バーの設定］

下部と小アイコンを選択

グループ１～４を削除

グループ１～４
（ ）
が削除されている



⚫［ファンクションキー］

➢ キーボードのファンクションキーに設定した機能の表示位置を指定できます。また、ファンクションキー
および、ファンクションキーと修飾キーの組み合わせに対する機能の割り当てや変更が可能です。

➢ デフォルト設定

✓ F1キー=オンラインヘルプ

✓ F2キー=YN

✓ F3キー=再表示

✓ F4キー=PFKボックス（ファンクション・ボックス）

✓ F5キー=重複要素確認

✓ F6キー=レイヤー・ボックス

➢ 設定例
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メニュー解説②：ファンクション（4/6）

［ファンクション］ダイアログ

F7にPDF形式で保存を追加

［ファンクションキーの設定］
ファンクションキー

F1 F2 F3 F4 F5 F6

F7に「PDF形式で保存」が追加されている

F7

設定できないファンクションキーの組み合わせにはあらかじめ
［変更不可］になっています。

PCによっては［FnLock］をONにすることでファンクションキー
が有効になります。



⚫［ポップアップ・メニュー］

➢ マウスにポップアップ・メニューを設定することで、ファンクションやメニューをポップ・アップメニューとし
て表示できます。

✓ 表示するファンクションやメニューの編集や追加、削除なども可能です。

➢ 環境設定

✓ メニュー・バー［カストマイズ］
→［マウス］で「ポップアップ・メニュー」
を設定すると利用できます。

➢ 設定例
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メニュー解説②：ファンクション（5/6）

（例）Ctrl＋右ボタンに設定

サブ・メニュー
表示

［ファンクション］ダイアログ
［ポップアップ・メニューの設定］

サブ・メニューに「MC＞DXF変換」と
「PDF形式で保存」を追加

ポップアップ・メニュー



⚫［セキュリティー］

➢ メニュー・バーの使用制限に関する設定を行います。

➢ 設定例
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メニュー解説②：ファンクション（6/6）

このセキュリティー機能は、サーバー／クライアント環境において、集中管理された環境下での運用を想定しています。
集中管理機能を含めたMICRO CADAM Helixのセキュリティー機能の概要については、下記URLの資料を参照ください。
https://www.cad-solutions.co.jp/wp-content/uploads/mcsecurity_bro_r0.pdf

具体的な環境設定の方法につきましては、『セキュリティー管理解説書』の「３.４ メニュー・バーの使用制限の設定」を参照ください。
下記URLからダウンロードできます。（主管理者様、副管理者様に提供されているアクセスID/PWが必要です）
https://support.cad-solutions.co.jp/document/001130

［ファンクション］ダイアログ
［セキュリティーの設定］

「MC>DXF変換」と「PDF
形式で保存」を禁止する

指定した機能がグレーアウトする

このシートはマスター・ユーザーIDでログインしている場合のみ
表示されます。詳細については運用管理者にお尋ねください。

https://www.cad-solutions.co.jp/wp-content/uploads/mcsecurity_bro_r0.pdf
https://support.cad-solutions.co.jp/document/001130


⚫［表示位置］

➢ メニューの表示位置を変更できます。

⚫［表示言語］

➢ 日本語／英語表記の切り替えができます。

⚫［選択の初期状態］：「メニュー選択の初期状態」ダイアログ

➢ ファンクション選択時に最初に選択されているメニューを指定できます。

✓ メニューの選択は、メニューの階層ごとにグループ化されています。

✓ 同一階層以外に、メニューの機能別でもグループ化されています。

➢ 設定方法（FK＜直線＞で最初に【点-点】が選択されるようにする）

1. FK＜直線＞を選択

2. メニュー・バー［カストマイズ］→［メニュー］を選択

3. 「選択の初期状態」を選択

4. 「上位グループ」を選択（第一メニューを表示する）

5. メニュー選択の初期値【水平】を【点-点】に変更

6. ［□ファンクションを変えた後、初期状態を表示する］にチェック

7. ［OK］

8. 他のFKからFK＜直線＞を選択するとメニュー【点-点】が選択されている
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メニュー解説③：メニュー（1/3）

初期値のメニュー

初期値のメニューを変更

メニュー・グループごと初期値に戻す場合に使用します。

個々のメニュー単位で初期値に戻す場合に使用します。



⚫［機能の設定］：「メニュー機能の設定」ダイアログ

➢ 既存メニューの位置変更や、任意のメニューの追加ができます。

✓ メニューの表示言語やメニュー名も変更できます。

➢ 設定方法（FK＜子図＞のメニュー名を変更する）

1. FK＜子図＞を選択

2. メニュー・バー［カストマイズ］→［メニュー］

3. 「機能の設定」を選択

⇒メニュー欄の【作成】が選択されている

4. 「編集」

⇒「メニューの変更」ダイアログが表示される

5. 「表示言語」を“Japanese”に変更

6. 「ラベル」に“子図作成”と入力→OK

⇒メニュー名が【子図作成】に変更される
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メニュー解説③：メニュー（2/3）

文字数は2バイト文字で5文字まで設定できます。



➢ 設定方法（FK＜子図＞のメニューを移動する）

1. メニュー欄の【標準図呼出】を選択

2. ［右へ移動］を10回選択

⇒メニューの右端に移動する

➢ 設定方法（ FK＜子図＞のメニューを非表示にする）

1. メニュー欄の【転送】を選択

2. 「☑表示する」のチェックを外す

3. ［OK］
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メニュー解説③：メニュー（3/3）

【編集結果】

（注）メニュー【再配置】は第1グループ、【リスト】は第2グループのため、
【標準図呼出】は【再配置】の右側に表示されています。

名称変更

非表示

表示位置移動

［標準メニュー］
編集したメニューを初期状態に戻します。

［標準グループ］
編集したメニュー・グループのすべてのメニュー・ボタンを初期状態に戻します。



⚫［表示位置］

➢ メッセージの表示位置を変更できます。

⚫［表示制御］

➢ メッセージ域に表示される情報を制御できます。

⚫ビュースケールの表示形式

➢ 以下のように表記されます。

⚫［表示言語］

➢ 日本語／英語表記の切り替えができます。
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メニュー解説④：メッセージ

実数 比(A:B)

1.00000 1:1

0.70000 1:1.4

20.0000 20:1

メ
ッ
セ
ー
ジ



⚫タイトル・バー表示方法の指定

➢ タイル表示時のウィンドウ枠にタイトル・
バーを表示する・しないを設定します。

➢ モデル・テキスト（注釈）の表示が可能です。

➢ OSファイル名形式図面の保存先のホスト名を
含むフル・パスを表示できます。

✓ ［□フル・パスの表示］の場合

◼ ホスト名を含みパスが32バイトを超える場合に
省略形式で表示します。

✓ ［☑フル・パスの表示］の場合

◼ タイトル・バーに表示できる文字数を超えると、
それ以降は省略して表示されます。

⚫［タイル表示形式(2図面)］

➢ 縦2分割か横2分割を選択できます。

⚫［タイル表示形式(3図面)］
➢ 5種類の表示方法の中から選択できます。
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メニュー解説⑤：図面ウィンドウ



⚫ New Lookダイアログ

➢ ［画面配置］

✓ MICRO CADAM Helixの画面を以下の配置で表示します。

➢ ［図面色］

✓ デフォルトの無指定色（白）と背景色（黒）が入れ替わります。

（メニュー・バー［線種］→［システム・カラー］参照）

1

メニュー解説⑥：New Look

メッセージ域：ライン１と２まで表示

ツール・バー：小アイコンで表示

ファンクション・バー：小アイコンで表示

メニュー域：文字で表示

（表示例）



⚫［環境設定ファイル］

➢ 環境設定ファイル「MCADAM5.SYS」のダイアログが開き、各種設定を変更できます。

➢ MICRO CADAM Helix起動中でも設定変更可能なパラメータは強調色で表示されています。

➢ 強調色で表示されているパラメータには、MCADAM5.SYSファイルをエディターで開くと先頭に”#”が
付加されています。（下図参照）
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メニュー解説⑦：環境設定ファイル／環境設定再読み込み（1/2）



【各項目のパラメータ名確認方法】
環境設定ユーティリティーを起動し、確認したい項目を
マウスで選択して［ヘルプ］→［項目に関して］で確認
できます。
（例）
１．MCADAM5ダイアログの［全般】→“要素の検知範囲

(ピクセル)”の入力欄を選択
２．［ヘルプ］→［項目に関して］
３．指定した項目のヘルプが表示される（右図）

⚫［環境設定再読み込み］

➢ 環境設定ファイル「MCADAM5.SYS」の内容を読み込み、起動中のMC Helixに設定を反映させる機能です。
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メニュー解説⑦：環境設定ファイル／環境設定再読み込み（2/2）

【変更内容を反映するし方法について】
メニュー・バー［カストマイズ］→［環境設定ファイル］で変更した内容を起動中のMC Helixに反映させる場合、パラメータに
よって反映されるタイミングが異なります。
（１）MCADAM5.SYSダイアログの［ファイル］→［保存］→［終了］で、表示中の図面にすぐに反映される場合。

（例）「寸法１」“寸法補助線の間隙”や“先端形状”の丸印の半径など
（２）MCADAM5.SYSダイアログの［ファイル］→［保存］→［終了］の後に、新規に作成する要素から反映される場合。

（例） 「寸法１」“先端形状”の寸法線（作成時）など
（３）メニュー・バー［カストマイズ］→［環境設定再読み込み］で反映される場合。

（例）「全般」“要素の検知版に(ピクセル)”など

パラメータ名



⚫ユーザー・ヘルプ・ボックス機能を利用してマウスやキーボードに割り付けた機能一覧を表示することが
できます。

⚫テキスト・ファイルの作成

➢ マウスやキーボードに割り付けた内容を記述したテキスト・ファイル（～.DAT）作成します。

➢ 作成例（右図参照）

✓ マウス用： Mouse_Assign.DAT

✓ キーボード用： Keyboard_Assign.DAT

➢ 保存先（システムドライブがCドライブの場合）

✓ C:¥MCADAM

⚫ユーザー・ヘルプ・ボックスのインデックス・ファイルの編集

➢ ファイル名（システムドライブがCドライブの場合）

✓ C:¥MCADAM¥UHB.DAT

➢ 編集内容（下図参照）
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参考（1/2）：マウスやキーボードに割り付けた機能を一覧表示する方法



⚫環境設定

➢ 環境設定ファイル（MCFILE5.SYS）

✓ 「ファイルの格納場所」→「パスとファイル名」→
「ヘルプ・ボックス・ファイル」に、デフォルトでは
インデックス・ファイル（UHB.DAT）のファイル・
パスが記載されています。

⚫操作例

➢ メニュー・バー［ヘルプ］→［ヘルプ・ボックス］

⇒「ユーザー・ヘルプ・ボックス」ダイアログが表示
されます（右図参照）。

➢ “C:¥MCADAM¥Mouse_Assign.dat”を選択

⇒設定内容が表示される。

➢ ［インデックス］を選択

⇒インデックスのページに戻る
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参考（2/2）：マウスやキーボードに割り付けた機能を一覧表示する方法

デフォルトの保存先はC:¥MCADAMですが、［参照］でパス
を指定すれば保存先を変更することができます。



詳細につきましては下記のコンテンツも合わせてご利用ください。

⚫参照マニュアル：操作解説書

➢ Windows［スタート］→［MICRO CADAM Helix］→「操作解説書」
→メニュー・バーの使い方→メニューの概要
→メニューの概要【カストマイズ】

⚫参照マニュアル：カストマイズ・ガイド

➢ マニュアルをダウンロードできます

1. CAD’S SUPPORT DESKにログインする

https://support.cad-solutions.co.jp/

2. ［ダウンロード］→［MICRO CADAM Helix製品］→［マニュアル］→
「オンライン・マニュアル 最新版」を選択

3. ［オンライン・マニュアル 最新版］→「Manual_MCH_2024-R2.zip」を選択

4. 「ダウンロード」フォルダ→zipファイルを展開する

5. ファイル名：MCCUSTOMIZE.PDFを開く（右図参照）
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ログインには、事前にMCHS契約の主管理者または副管理者の登録が必要です。

https://support.cad-solutions.co.jp/


⚫おすすめ動画コンテンツ
過去にお届けしたWebセミナーの動画です。
こちらにもいくつかメニュー・バーに関するご紹介がありますので、ぜひご覧ください。

➢ MICRO CADAM Helix 2021新機能のご紹介

➢ MICRO CADAM Helix これまでの拡張機能のご紹介 Part2
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https://www.cad-solutions.co.jp/wp-content/uploads/Webinar2020_06.mp4
https://www.cad-solutions.co.jp/wp-content/uploads/Webinar2020_11.mp4


MICRO CADAM、MICRO CADAM Helix は、株式会社CAD SOLUTIONSの商標です。
他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。

© 2024 CAD SOLUTIONS Inc.


	スライド 1: MICRO CADAM Helix Webセミナー   メニュー・バー操作解説 ［カストマイズ］編 Part2
	スライド 2: はじめに
	スライド 3: MICRO CADAM Helixのメニュー・バーについて
	スライド 4: MC Helix 20xxのメニュー・バー（1/2）
	スライド 5: MC Helix 20xxのメニュー・バー（2/2）
	スライド 6: メニュー・バー［カストマイズ］編 Part2 解説　
	スライド 7: メニュー概説（1/3）
	スライド 8: メニュー概説（2/3）
	スライド 9: メニュー概説（3/3）
	スライド 10: メニュー解説①：配置子図要素選択
	スライド 11: メニュー解説②：ファンクション（1/6）
	スライド 12: メニュー解説②：ファンクション（2/6）
	スライド 13: メニュー解説②：ファンクション（3/6）
	スライド 14: メニュー解説②：ファンクション（4/6）
	スライド 15: メニュー解説②：ファンクション（5/6）
	スライド 16: メニュー解説②：ファンクション（6/6）
	スライド 17: メニュー解説③：メニュー（1/3）
	スライド 18: メニュー解説③：メニュー（2/3）
	スライド 19: メニュー解説③：メニュー（3/3）
	スライド 20: メニュー解説④：メッセージ
	スライド 21: メニュー解説⑤：図面ウィンドウ
	スライド 22: メニュー解説⑥：New Look
	スライド 23: メニュー解説⑦：環境設定ファイル／環境設定再読み込み（1/2）
	スライド 24: メニュー解説⑦：環境設定ファイル／環境設定再読み込み（2/2）
	スライド 25: 参考（1/2）：マウスやキーボードに割り付けた機能を一覧表示する方法
	スライド 26: 参考（2/2）：マウスやキーボードに割り付けた機能を一覧表示する方法
	スライド 27: まとめ（1/2）：メニューバー［カストマイズ］編 Part2
	スライド 28: まとめ（2/2）：メニューバー［カストマイズ］編 Part2
	スライド 29

